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紹

介

松
井
康
浩
編

『
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
と
い
う
視
点
｜
規
範
・
歴
史
・
地
域
｜
』

法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
、
二
八
三
頁
）

本
書
は
、
近
年
し
だ
い
に
使
わ
れ
始
め
て
い
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
」

（g
lo
b
a
l o
rd
er

）な
る
も
の
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
序
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
論
の
諸
相
」

（
松
井
康
浩
）に
お
い
て
、
本
書
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
グ
ロ
ー

バ
ル
秩
序
」
に
つ
い
て
、
帝
国
論
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
国
家
論
に
至
る
ま

で
の
、多
岐
に
わ
た
る
議
論
の
主
に
理
論
的
な
整
理
が
な
さ
れ
た
後
で
、

本
書
は
大
き
く
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
へ
の
規
範
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」を
試

み
て
い
る
。
第
一
章
「
規
範
的
国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

秩
序
構
想
」（
白
川
俊
介
）
で
は
、「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
｜
コ
ミ
ュ
ニ
タ

リ
ア
ン
」
論
争
を
手
が
か
り
に
両
者
の
結
節
点
を
探
り
、
普
遍
的
な
も

の
を
擁
護
し
つ
つ
、
同
時
に
個
別
的
な
も
の
を
尊
重
し
う
る
、
グ
ロ
ー

バ
ル
秩
序
の
構
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
示
さ
れ
る
。第
二
章「
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
け
る
国
連
の
秩
序
構
築
」（
千
知
岩
正
継
）で
は
、
国
連

安
全
保
障
理
事
会
が
国
際
的
権
威
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
権
威
へ
事
実
上

の
変
容
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
正
当
性

に
は
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
論
じ
る
。
第
三
章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
の

挑
戦
╱
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
へ
の
挑
戦
」（
大
庭
弘
継
）で
は
、
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
を
事
例
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
特
有
の
挑
戦
で
あ
る
人
道
的

介
入
を
と
り
あ
げ
、
強
制
力
を
行
使
し
た
ロ
ー
カ
ル
秩
序
構
築
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
秩
序
の
更
な
る
変
容
を
も
た
ら
す
軋
み
や
揺
ら
ぎ
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
第
四
章
「
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
の
モ
ラ
リ
テ
ィ
と

ア
メ
リ
カ
の
戦
後
国
際
秩
序
構
想
」（
佐
藤
秀
信
）で
は
、
米
国
陸
軍
長

官
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
の
モ
ラ
リ
テ
ィ
が
、
米
国
の
戦
後
国
際

秩
序
構
想
の
具
体
化
に
果
た
し
た
役
割
の
検
証
と
、
対
日
戦
犯
裁
判
と

し
て
山
下
泰
文
裁
判
で
示
さ
れ
た
「
正
義
」
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
Ⅱ
部
は
、
本
書
の
副
題
の
「
歴
史
」
に
あ
た
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
第
五
章
「
一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
米
国
の
太
平
洋
戦
略
と
『
グ

ロ
ー
バ
ル
秩
序
』」（
池
上
大
祐
）で
は
、「
南
太
平
洋
委
員
会
」を
グ
ロ
ー

バ
ル
秩
序
の
視
点
で
再
検
討
し
、
そ
れ
が
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
地

戦
略
の
文
脈
に
位
置
づ
け
、
そ
の
歴
史
的
意
味
を
検
討
し
て
い
る
。
第

六
章
「『
招
か
れ
た
「
帝
国
」』
の
冷
戦
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」（
川
上
耕
平
）

は
、
米
国
の
反
共
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
事
例
と
し
て
一
九
四
八
年
に

米
国
国
内
で
行
わ
れ
た
「
イ
タ
リ
ア
へ
の
手
紙
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
と

り
あ
げ
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
特
殊
ア
メ
リ
カ
的
な
特
徴
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
七
章
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
の
帝
国
へ
の
志
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向
と
そ
の
挫
折
」（
筧
雅
貴
）
で
は
、
一
九
六
一
年
の
米
国
・
ベ
ト
ナ
ム

共
和
国
の
関
係
を
と
り
あ
げ
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
で
あ
る
米
国
が
帝
国

的
支
配
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
挫
折
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
論
証

す
る
。
第
八
章
「
ア
メ
リ
カ
『
帝
国
』
形
成
史
か
ら
み
る
移
民
問
題
」

（
北
美
幸
）
は
、
移
民
が
一
九
世
紀
以
降
の
ア
メ
リ
カ
「
帝
国
」
形
成

史
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
排
外
的
愛
国
主
義

に
傾
倒
す
る
現
代
の
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
あ
り
方
を
問

う
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
副
題
「
地
域
」
に
あ
た
る
第
Ⅲ
部
は
、
多
民
族
か
ら
な
る
過

去
の
帝
国
と
現
在
の
地
域
主
義
に
よ
る
秩
序
形
成
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
第
九
章「
帝
国
の
子
ど
も
、
国
民
の
子
ど
も
」（
江

口
布
由
子
）
は
、
一
九
世
紀
末
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
舞
台
に
、
社
会
政

策
の
核
と
な
る
婚
外
子
に
対
す
る
福
祉
を
試
金
石
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
お
け
る
帝
国
と
国
民
統
合
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
十
章
「
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地
域
統
合
」（
鄭
敬

）で
は
、リ
ー

ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
注
目
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
統
合
の
背
景
と
地
域
統
合

の
実
践
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
協
力
の
動
き
に
つ
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
地
域
レ
ベ
ル
で
管
理
し
調
整
す
る
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・

ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
。
第
十
一
章
「
台
頭
す
る
中

国
と
東
ア
ジ
ア
秩
序
」（
徐
涛
）で
は
、
中
国
に
お
け
る
戦
略
的
東
ア
ジ

ア
共
同
体
論
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
論
ず
る
中
国
の
学
者
た
ち
の
議

論
を
整
理
し
、
複
数
の
地
域
枠
組
み
と
参
加
国
の
戦
略
的
思
惑
を
包
容

し
つ
つ
凝
集
性
を
高
め
つ
つ
あ
る
東
ア
ジ
ア
が
、
中
国
の
戦
略
拠
点
と

な
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
く
と
分
析
す
る
。

第
十
二
章
「
ユ
ー
ロ
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
非
承
認
国
家
問
題
」（
佐
藤

圭
史
）
は
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
に
発
生
し
た
非
承
認
国
家
問
題
を
め
ぐ
る

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
欧
州
安
全
保
障
・
協
力
機
構
）
の
和
平
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を

検
討
し
、
そ
の
活
動
が
西
欧
基
準
の
移
植
を
試
み
る
ユ
ー
ロ
・
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
で
あ
り
限
界
が
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。

第
Ⅳ
部
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
や
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市
民
社
会
か

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
へ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
が
検
討
さ
れ
る
。
第
十
三

章
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
権
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
市
民
社
会
」（
藤
井
大
輔
）

は
、水
道
事
業
の
民
営
化
を
推
進
す
る
企
業
や
世
界
銀
行
な
ど
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
権
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
批
判
す

る
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考

察
す
る
。
第
十
四
章
「
歴
史
的
記
憶
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

市
民
の
萠
芽
」（
大
和
裕
美
子
）で
は
、朝
鮮
半
島
出
身
者
が
犠
牲
と
な
っ

た
炭
鉱
水
没
事
故
の
記
念
碑
建
立
を
め
ぐ
る
日
本
の
市
民
団
体
の
活
動

と
韓
国
人
遺
族
会
と
の
交
流
を
追
跡
し
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
市

民
が
作
り
出
さ
れ
る
背
景
を
論
じ
る
。
第
十
五
章
「
イ
ス
ラ
ム
主
義
と

そ
の
限
界
」（
佐
々
木
拓
雄
）は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
抗
す
る

イ
ス
ラ
ム
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
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け
る
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
展
開
に
着
目
し
、
そ
の
限
界
と
問
問
題
点
を
明
ら

か
に
す
る
。

政
治
学
の
中
心
的
課
題
の
つ
で
あ
る
「
秩
序
」
に
つ
い
て
、
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
す
る
世
界
に
お
い
て
は
、
「
国
際
秩
序
」
で
も
「
世
界
秩

序
」
と
い
う
一
言
葉
を
持
っ
て
し
で
も
捉
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
」
と
い
う
「
視
点
」
か
ら
多
角
的
に
そ
れ
を
検
封

し
よ
う
と
す
る
本
警
の
意
義
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
(
森
敦
嗣
)
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